
部　　品

ブラケット取付用部品

　　　※設置または組立の前に必ず部品の数量をご確認下さい。

部品
部品形状 部　品　名　称 個数

NO

部品
部品形状 部　品　名　称 個数

NO

この度は弊社の商品をお買い上げ頂き、誠に有り難うございます。

製品に関するお問い合わせは、お買い求めの販売店様までお尋ね下さい。（部品、付属品等の不足等　含む。）

組立、設置前に必ず,この「商品説明書」とTVの取扱い説明書をお読みのうえ、正しい取り付けを行ってください。

商品説明書　 お読みになった後は、大切に保管してください。
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　※組立時には、商品及び床や家具を傷つけないようにレジャー
　　　シートなどを敷いて、必ず平らな場所で行って下さい。

　※図と異なる商品もございますが、同様にお取り付け下さい。

組立説明

裏面があります。

（壁掛けＴＶ金具用） ＸＷ-２

 六角レンチ

 ボルトM5×60 ボルトM4×12

 ボルトM4×25

 ボルトM5×12

 ボルトM5×25

 ボルトM6×12

 ボルトM6×25

 ボルトM8×16

 ボルトM8×25

 スペーサー17φ×10L

 スペーサー17φ×10L

 ワッシャー

 角型ワッシャー

 この部品は本商品では使用しません。

 この部品は本商品では使用しません。

 ボルトM6×60

 ボルトM8×60

 ワッシャー（2mm厚）

 ワッシャー（1mm厚）

（ブラケット取付用部品はビニール袋に種類別に分類してあります。）

※ＴＶに合わせたサイズのボルトを選んで
ご使用ください。使用しない部品は余ります。

 ボックスレンチ

 本体取り付けボルト
　M6×30

 本体取り付けボルト
　　M6×30　４個

 水平器
　１個

 水平器

 サイドカバー 本体アームユニット

 ブラケット

 プラスチックカバー
　※本体ベース用

プラスチックカバー
　※アームカバー用①

プラスチックカバー
　※アームカバー用②
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４個４個

４個

４個

４個

４個

４個

４個

４個

４個

４個

４個

４個

４個

１６個

４個

１２個
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※　国内主要メーカー製のＴＶに対応したブラケット取付用ボルト
が付属していますが、機種によってあわない場合があります。
　その場合は壁掛使用ビスのサイズをＴＶメーカーにご確認のうえ対
応したサイズのビスをご購入ください。

部品番号 部品番号

外形寸法 本体アームユニット：幅７１２×奥行き５５～４５０×高さ３６０　mm
ブラケット: 幅３０×奥行き１５×高さ４３０　mm

材質　       　　 スチール塗装仕上げ

取扱い上の注意　　　 イ  据付けの際には、湿気の多いところを避け、家具を
                                    水平に保つために必要な措置を講じて下さい｡
                            　ロ  直射日光又は、ストーブ等の熱を避けて下さい。
原産国　　 　　中国製
表示者　　　　 株式会社パモウナ　　〒455-0066   名古屋市港区寛政町3-34

＜品質表示＞

重量制限：約５０ｋｇ

※金具に固定するＴＶの重量は５０ｋｇ以内でご使用下さい。

1605109160531917070691708079

●商品を組立てる際は 必ず組立て説明書の順番
　 に従って組立てて下さい。
   （順番が違うと組立てられません。）
●組立ての際は必ず2人で組立てて下さい。

●家具本体と本体アームユニットの穴位置が合わない場合（取り付かない場合）

「アタッチメントの取り付け方」をご確認下さい。

本体アームユニットの取り付け方

　用意頂く物 　・ボルトのサイズに適したドライバー

①本体アームユニットに水平器を取り付けます。

②家具本体に本体アームユニットを取り付けます。

本体アームユニット

家具本体

本体取り付けボルト

本体取り付けボルト

本体アームユニット

ワッシャー

水平器

水平器

水平器

マグネット式となっています。
図の向きに取り付けて下さい。

※水平器の気泡が中央にくるように取り付けて下さい

使用する部品

部品番号：M

 ワッシャー
　　４個

ワッシャー　※付け忘れに注意！

※凹凸がある側が上側になります。

本体アームユニット

＜耐荷重に関して＞



テレビ背面

本体アームユニット

サイドカバー サイドカバー

※サイドカバーを本体アームユニットの前方より差し込んでください。

ブラケットの取り付け方 サイドカバーの取り付け方

角型ワッシャー
　　　４個

 ブラケット
　　２個

使用する部品

部品番号：A～H,N～P

※使用するボルトのサイズは
テレビの機種によって異なります。
　適したサイズの物を選んで
ご使用下さい。

部品番号：J

 ボルト
　４個

部品番号：Q

 ワッシャー
　(2mm厚）
４個～１６個

部品番号：R

 ワッシャー
　（1mm厚）
　　４個

※テレビ背面の段差や配線スペース確保、ボルトの長さ調整用として
ご使用ください。（必ず全てを使用する必要はありません）

 ボルト

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

 ワッシャー

 １㎜  ２㎜  １０㎜  １０㎜

 ワッシャー  スペーサー  スペーサー

 １０㎜  １０㎜

 スペーサー スペーサー

①ブラケットをテレビ背面に取り付けます。

①本体アームユニットにサイドカバーを取り付けます。

ブラケット

ブラケット

ボルトワッシャー
（１㎜厚、２mm厚）

スペーサー

※テレビに応じて適したボルトを選んで取り付けて下さい。

※テレビに取り付ける面の上部にマークが入っています。
マーク側を上側にして取り付けて下さい。

ボルトの太さに
応じて差込み穴
を選んで下さい。

角型ワッシャー

↑UP

ブラケットはできるだけ
テレビの中心の高さ
に取り付けて下さい。

TV背面

○ × ×

TV背面 TV背面

本体アームユニット

本体アームユニット

ブラケット

ブラケット裏側

ブラケット

ブラケット

ブラケットの紐（先端）

本体アームユニット

テレビ（ブラケット取付）

家具本体

※本体アームユニットの凹み部分に
掛るようにして下さい。

※ロックが掛ります。

※ブラケットに付いている紐は、テレビを外す際に使用します。
先端がマグネットになっていますので、ブラケットに付けて下さい。

テレビの取り付け方（本体アームユニットへの取り付け方）

①本体アームユニットを引き出してから、図のようにテレビを少し傾けてブラケットの上側を
本体アームユニットに掛けます。（テレビが本体アームユニットの中央になるようにして下さい）

②ブラケットの上部が掛ったら、テレビが垂直になるように下側を押します。

本体アームユニット 本体アームユニット

テレビ（ブラケット取付） テレビ（ブラケット取付）

家具本体 家具本体

テレビが本体アームユニットにしっかり掛っているか
確認してください。

テレビ背面の取付穴ピッチが幅６３０mm以上の場合は
取り付けないでください。テレビが掛けられなくなります。

ブラケット裏側

部品番号：I,S

スペーサー
17φ×10L
　４～１６個

テレビ背面

ブラケット

※テレビ背面の段差や
配線スペース確保、ボルトの長さ
調整用としてご使用ください。
（必ず全てを使用する必要は
ありません）

2枚目があります。



各部の取扱い方法テレビの外し方（本体アームユニットからの外し方）

テレビ角度の調整方法

プラスチックカバーの取り付け方

家具本体家具本体

①ブラケットに付いている紐を引きながら、テレビ下側を前方に少し動かすとロックが外れます。
ロックが外れたら、テレビを上方へ持ち上げて外して下さい。

①配線処理用のプラスチックカバーを取り付けます。（テレビなどの配線後に行って下さい）

テレビ（ブラケット取付） テレビ（ブラケット取付）

ロック解除用紐

本体ベース用

配線 配線 配線
アームカバー用①

アームカバー用②

ロック解除用紐

本体アームユニット

ブラケット

ロック解除用紐

※紐を引くと図のようにロックが外れます。

※配線が本体とカバーの穴位置に
合うように取り付けて下さい。

※アームカバーの後方から
スライドさせて入れて下さい。

※アームカバーを左右半分に
外してからアームにつけて下さい。

　用意頂く物 　・付属品の六角レンチ、ボックスレンチ

プラスチックカバー
本体ベース用　２個

プラスチックカバー
アームカバー用①　４個

プラスチックカバー
アームカバー用②　２個

使用する部品

配線 配線 配線

六角レンチ　１個 ボックスレンチ　１個

使用する部品

①水平方向の傾き調整

②上下の角度調整

③アーム金具テンション調整

付属部品の使い方

※ボックスレンチの穴に六角など差し込んで回転させます。

本体アームユニット裏面に調整用の
ボルトがあります。

本体アームユニット裏面に調整用の
ボルトがあります。

水平傾き調整ボルト　４箇所

※テレビが水平になっていない場合は左記
のボルトを緩めて傾きを調整して締め直して
下さい。
（±３°調整可能です。）

※上下の調整を行う場合は、左記のボルト
を緩めて角度を調整して締め直して下さい。
（－２°～＋１０°調整可能です。）

※左右首ふり動作の固さを調整する場合は
左記のボルトにて調整してください。

本体アームユニット

上下角度調整ボルト　２箇所

アームテンション調整ボルト　４箇所
　　　（※下側にもあります）

右に回す
動作が固くなる

左に回す
動作が軽くなる

締めすぎると首ふり動作が非常に固く
なります。

本体アームユニット 本体アームユニット


